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V − 1.　国際ワークショップ・シンポジウム

V − 1 − 1.　「深いアクティブラーニングを創発させる
　　　　　　　　　　　　　学習評価とテクノロジー」

（Learning Assessment and Technology to Enhance Deep 
            Active-Learning: Focusing on Learning Catalytics ）

1.　概要

　2013 年 10 月 10 日、キャンパスプラザ京都において、アメリカ・ハーバード大学のエリッ
ク・マズール教授を招き、「深いアクティブラーニングを創発させる学習評価とテクノロジー 
―Learning Catalytics を中心に―」と題する講演会・ワークショップを開催した。Learning 
Catalytics とは、マズール教授の研究グループによって開発されたクラウドベースの学習分析・
評価システムである。クリッカーだけでなく、それ以外のデジタルツール（スマホ、タブレッ
ト端末、ノートパソコンなど）でもレスポンスシステムとして使用でき、多肢選択式以外の問
題も出題・回答・回答分布表示が可能で、グループ編成のための情報をリアルタイムで教員に
フィードバックできる（http://LCatalytics.com）。
　本センターは昨年もマズール教授を招き、大人数講義におけるクリッカーを使ったピア・
インストラクションについてのシンポジウムを開催した。今年は、TBL/PBL（チームベース
学習／プロジェクトベース学習）型授業での最新の試みが紹介され、参加者たちは Learning 
Catalytics を使った授業と学習評価の方法について、ワークショップ形式で学んだ。参加者は
75 名（学内 19 名、学外 56 名）であった。

2.　講演・ワークショップ

　まず、マズール教授から、「学びにおけるイノベーションの促進―PBL、TBL、Learning 
Catalytics を巡って―（Learning Assessment and Technology to Enhance Deep Active-
Learning: Focusing on Learning Catalytics）」というタイトルで、2 時間の講演があっ
た。参加者は、9 ～ 10 人ずつ 8 つのテーブルに座り、自分のデジタルツールで Learning 
Catalytics を体験しながら聴講した。Learning Catalytics の活用例として、オアフ島の航空
写真を示されてオアフ島に吹く風の向きを考えるという問題が提示された。クリッカーでは多
肢選択式の問題に限定されるが、Learning Catalytics では、画面上に直接風向きを書き入れ
ることができ、また参加者全体がどんな回答をしたかを一つの画面で示すこともできる。
　マズール教授が今一番熱心に取り組んでいる AP50 という授業は、1 回 3 時間の授業が週 2
回行われ、3 か月の間に、チームで 3 つのプロジェクトを行うというものである。授業中の光
景や学生のノートも示しながら、いかに彼らが TBL/PBL の中で物理学を深くアクティブに学
んでいるかをマズール教授は示した。
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3.　パネルディスカッション 
　
　講演終了後、休憩をはさんでパネルディスカッションが行われた。本センターの飯吉透教
授からは "Reflections on Learning Assessment and Technology: Collective vs. Individual 
Ownership of Learning"、酒井博之准教授からは「パーソナライズされた学びを支援する学
習環境を考える―テクノロジーの面から―」というコメントがあり、それに対してマズール
教授から応答があった。特にハーバードが積極的に進め京大も参入している MOOCs をめぐ
る議論は、非常に興味深いものであった（マズール教授自身は、大学教員は何よりも自分の
キャンパスの学生に責任をもつべきであり、彼らに社会的経験をつませることが重要と考え、
MOOCsにはあまり積極的ではない）。その後、フロアもまじえて活発な質疑応答がかわされた。

4.　アンケート結果

　参加者にはアンケートを実施し、75 名中 51 名の回答があった。プログラムで有益であっ
た点を尋ねたところ ( 表 1. 複数回答可 )、① Learning Catalytics について知ることができた（40
名）、② Learning Catalytics を体験することができた（39 名）、という回答が最も多く、最新
のテクノロジーを実践的に学んだことに対する参加者の満足度の高さがうかがわれた。

　また自由記述で感想と意見を尋ねたところ、「Harvard 大や京大の学生ではなく、大学で学
ぶこと自体に何のモチベーションをもっていない大学生に対して、こうしたメソッドをどうう
まく使っていくのか、ということがとても難しい課題ではありますが、先入観をすてて試みに
やってみようと思います。」「私は、アクティブラーニングを開発・運営する業務を担当してい
る中、本日のフォーラムに参加したことで、気持ち面でも、運営面でもとても前向きに考える
ことができました。本当に感謝しております。」「生徒の頭のスイッチをＯＮにする方法のヒン
トがたくさん聞けたと思います。もう一度整理して生かして行きたいと思います。」など、本ワー
クショップで得た成果を実際の教育に生かしたいという意見が多く見られた。
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　以下に当日のプログラムと発表要旨・資料を掲載する。

　（松下　佳代、田中　一孝）



− 306 −

Ⅴ−１−１. 資料１

ハーバード大学教授（物理学・応用物理学）。同大学応用物理学部長。専門の光物性の研究と並ん

で、教育研究でも国際的に知られる。大規模講義における双方向的な教授法として開発されたピ

ア・インストラクション（ ）は、現在では世界各地で実践されている。 年

には、 、 とともに を開発し、今春、世界最

大の教育・出版企業である がこれを買収し話題になった。最近では、 の授業に

も積極的に取り組んでいる。著書に、 ’ 、共著書に

など。

アクティブラーニングは、現在、日本の大学に普及しつつありますが、いくら活動がアクティブでも、内容の深

い理解が伴わなければ、大学教育としては物足りません。いま必要なのは、「深いアクティブラーニング（

）」です。このワークショップでは、ハーバード大学のエリック・マズール教授をお招きし、

「深いアクティブラーニング」のための学習評価とテクノロジーのあり方をさぐります。

深いアクティブラーニングの研究・実践として世界的に注目されているのが、マズール教授グループによって開

発された「ピア・インストラクション」と、クラウドベースの学習分析・評価システム「 」

です。昨年のシンポジウムでは、クリッカーを使ったピア・インストラクションについて学びました。今年は、マ

ズール教授による最新の （チームベース学習／プロジェクトベース学習）の実践を紹介していただきな

がら、 を使った授業と学習評価について、ワークショップ形式で学びます。

第 回京都大学高等教育研究開発推進センター公開研究会

京都大学大学院教育学研究科「卓越した大学院拠点形成支援」プロジェクト

〒 京都市下京区西洞院通塩小路下る

参加費無料／同時通訳あり

申込方法：下記 よりお申込み下さい

http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/inter_sympo/20131010/index.html 

とは･･･

マズール教授グループによって開発され

たクラウドベースの学習分析・評価シス

テム。クリッカー以外のデジタルツール

（スマホ、タブレット端末、ノートパソ

コンなど）でもレスポンスシステムとし

て使用でき、多肢選択式以外の問題も出

題・回答・回答分布表示が可能で、グ

ループ編成のための情報をリアルタイム

で教員にフィードバックできる。いわば

クリッカーの進化形。

主催：京都大学高等教育研究開発推進センター

協賛：学校法人河合塾教育研究開発本部、関西地区 連絡協議会

定員 名（先着順）
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Ⅴ−１−１. 資料１

： 開会挨拶 大塚 雄作 （京都大学高等教育研究開発推進センター長）

趣旨説明 松下 佳代 （京都大学高等教育研究開発推進センター教授）

： 講演＋ワークショップ  

「学びにおけるイノベーションの促進：

、 、 を巡って」（予定）  
“

PBL, TBL,  and Learning Catalytics” 

： 休憩

： パネルディスカッション 

司会：松下 佳代

パネリスト：飯吉 透 （京都大学高等教育研究開発推進センター教授）

溝上 慎一（京都大学高等教育研究開発推進センター准教授）

酒井 博之（京都大学高等教育研究開発推進センター准教授）

： 閉会挨拶 大塚 雄作

キャンパスプラザ京都

〒 京都市下京区西洞院通塩小路下る

（ 京都駅北側ビックカメラ向かい）

第 回京都大学高等教育研究開発推進センター公開研究会

京都大学大学院教育学研究科「卓越した大学院拠点形成支援」プロジェクト

550center@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

京都駅

伊勢丹ビック

カメラ
京都駅ビル

バスターミナル

西洞院通 東洞院通

塩小路通

〒

烏丸通京都タワー

主催：京都大学高等教育研究開発推進センター

協賛：学校法人河合塾教育研究開発本部、関西地区 連絡協議会
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Ⅴ−１−１. 資料２

1. Get onto the Wifi (see instructions on table)

2. Go to: http://LCatalytics.com

3. Create student account with signup code DEMO

4. Join session 1234567

Promoting Innovations in Learning: 
PBL, TBL, and Learning Catalytics

Center for Promotion of Excellence in Higher Education
Kyoto University
Kyoto, Japan, 10 September 2013

Promoting Innovations in Learning: 
PBL, TBL, and Learning Catalytics

Center for Promotion of Excellence in Higher Education
Kyoto University
Kyoto, Japan, 10 September 2013

@eric_mazur

Ownership of learning physics?
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Ⅴ−１−１. 資料２

team & project-based approachteteteeetttttttttttttttttttttttttttttttttttt mmmmmammmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmamam &&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&& pppppppppppppppp oooooooorooororororrrrrrrrrrrrrrrrrr jejej ctctctctttttctttcttttcttcttctctttttttttcttttctttcttcttttccccccccc bbbbb-bb-b-b-b-bb-b-b-bbb-bb-bb-bbbb-b-bbbb------- asasssassasasasasasassasasasassasasassasasasssaaa ddddddddddddeddeddddddededededdddeee  apppppppppppppppppppppppppprororororororooroooororororororoooroorororororooroororororoororororororororrrrrrrr ccccccccaccacccccaccacacacacacacacaccaccacacccacacccacacacacacaccaccccaccaccacaaaaaaaaaaaa hhhhhhh

1  design

1  design                            2   approach 1  design                            2   approach                   3   results

1  design

Four tracks, all modeled after standard course for majors

1  design

Four tracks, all modeled after standard course for majors

(don’t satisfy needs of non-majors)



− 310 −

Ⅴ−１−１. 資料２

1  design

Need to:

• align goals to students’ needs and expectations

• change the approach

• redesign the learning space

Setting learning goalsSeeSeeSeeeSeSeSeSeSSSS ttttttttttttttttttinininnnnininiiii ggggggggg leeararararararrararaa ninininnnnnnnn ngnnnnnnnnn  goals

1  design

Grant Wiggins and Jay McTighe, Understanding by Design (Prentice Hall, 2001)

Backward design

1  design

Grant Wiggins and Jay McTighe, Understanding by Design (Prentice Hall, 2001)

desired
outcomes

Backward design

1  design

Grant Wiggins and Jay McTighe, Understanding by Design (Prentice Hall, 2001)

desired
outcomes

acceptable
evidence

Backward design

1  design

Grant Wiggins and Jay McTighe, Understanding by Design (Prentice Hall, 2001)

desired
outcomes

acceptable
evidence

instructional
approach

Backward design

Grant Wiggins and Jay McTighe, Understanding by Design (Prentice Hall, 2001)

Backward design

y McTiggigg e,eeeeeeeeeeeeeeheeeeeeeeheh  ddddddddUnddderse tanding bg bgg bgg bg bg y Dy Dy Dy DDDDDDDDy Dy Dy DDy DDDDDDy DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDesiesiesiesiesiesiesiesiesiisisississessss gngnggggggg (P(P(P(P(PPP(P(PPPPPPP(PPPPPPPPrenrenrenrenrenrenrenrenre ticticticticticticticciciccticticiccici e He He He He He He He He Hallallallllllllllllallllllallllll , 2, 2, 2, 2, 2, 2, 2, 2, 2001001001001001001000000 )))))))))))

1  design
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Ⅴ−１−１. 資料２

1  design

competencies

1  design

course goals

•

•

•

•

•

•

1  design

content-specific goals

1  design

1  design

information transfer

faculty-centered

1  design
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Ⅴ−１−１. 資料２

1  design

interaction

student-centered

1  design                            2   approach

1  design                            2   approach

CLASS ROOM

1st exposure deeper understanding

1  design                            2   approach

CLASS ROOM

1st exposure deeper understanding

ROOM

1st exposure deeper understanding

CLASS

1  design                            2   approach

no lectures

no exams

1  design                            2   approach

Three major components:

• information transfer (out of class)

• in-class activities

• projects
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Ⅴ−１−１. 資料２

1  design                            2   approach

Information transfer

social document annotation system

nb.mit.edu

Information transfer

1  design                            2   approach

nb.mit.edu

Information transfer
Student 1 – 25 Feb, 04:55PM

-

 
Student 2 – 26 Feb, 08:29PM

-

 
Student 3 – 2 Mar, 09:00AM

 
Student 2 – 2 Mar, 11:37AM

 
Student 4 – 4 Mar, 01:05PM

1  design                            2   approach

-

Information transfer
Student 1 – 25 Feb, 04:55PM

-

 
Student 2 – 26 Feb, 08:29PM

-

 
Student 3 – 2 Mar, 09:00AM

 
Student 2 – 2 Mar, 11:37AM

 
Student 4 – 4 Mar, 01:05PM

1  design                            2   approach

over 1,000
annotations

in one lecture!

1  design                            2   approach

In-class activities

1  design                            2   approach

In-class activities

2 weekly 3-hour class periods
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Ⅴ−１−１. 資料２

1  design                            2   approach

In-class activities

blend of best practices

1  design                            2   approach

In-class activities

blend of best practices

estimation

1  design                            2   approach

In-class activities

blend of best practices

estimation

1  design                            2   approach

In-class activities

blend of best practices

rea
din

ess
 as

sur
anc

eestimation

1  design                            2   approach

In-class activities

blend of best practices

learning catalytics

rea
din

ess
 as

sur
anc

eestimation

1  design                            2   approach

In-class activities

blend of best practices

learning catalytics

rea
din

ess
 as

sur
anc

etutorialsestimation
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Ⅴ−１−１. 資料２

1  design                            2   approach

In-class activities

blend of best practices

learning catalytics

rea
din

ess
 as

sur
anc

etutorialsestimation

experimental design

1  design                            2   approach

In-class activities

learning catalytics

tutorial

estimation activity

readiness assurance

reflection

experimental design

1  design                            2   approach

In-class activities

learning catalytics

tutorial

estimation activity

readiness assurance

reflection

experimental design

conceptual
understanding

1  design                            2   approach

In-class activities

learning catalytics

tutorial

estimation activity

readiness assurance

reflection

experimental design

mastery

1  design                            2   approach

In-class activities

learning catalytics

tutorial

estimation activity

readiness assurance

reflection

experimental design

1 2 3 4 5 6 7 8 9

PR
O

JE
C

T 
D

A
Y

PR
O

JE
C

T 
D

A
Y

10 11 12 13 14 15 16 17 18

1  design                            2   approach

In-class activities

learning catalytics

tutorial

estimation activity

readiness assurance

reflection

experimental design

1 2 3 4 5 6 7 8 9

PR
O

JE
C

T 
D

A
Y

PR
O

JE
C

T 
D

A
Y

10 11 12 13 14 15 16 17 18

2/3 scaffolded, guided
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Ⅴ−１−１. 資料２

1  design                            2   approach

In-class activities

learning catalytics

tutorial

estimation activity

readiness assurance

reflection

experimental design

1 2 3 4 5 6 7 8 9

PR
O

JE
C

T 
D

A
Y

PR
O

JE
C

T 
D

A
Y

10 11 12 13 14 15 16 17 18

1/3 unguided

1  design                            2   approach

In-class activities

learning catalytics

tutorial

estimation activity

readiness assurance

reflection

experimental design

1 2 3 4 5 6 7 8 9

PR
O

JE
C

T 
D

A
Y

PR
O

JE
C

T 
D

A
Y

10 11 12 13 14 15 16 17 18

1  design                            2   approach

learning catalytics

1  design                            2   approach

learning catalytics

goal: develop conceptual understanding

1  design                            2   approach 1  design                            2   approach
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Ⅴ−１−１. 資料２

1  design                            2   approach 1  design                            2   approach

1  design                            2   approach 1  design                            2   approach

1. Get onto the Wifi (see instructions on table)

2. Go to: http://LCatalytics.com

3. Create student account with signup code DEMO

4. Join session 1234567

1  design                            2   approach

tutorials

1  design                            2   approach

tutorials

goal: address documented misconceptions
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Ⅴ−１−１. 資料２

1  design                            2   approach

McDermott et al., Tutorials in Introductory Physics (Prentice Hall, 2002)

1  design                            2   approach

elicit

confrontresolve

McDermott et al., Tutorials in Introductory Physics (Prentice Hall, 2002)

1  design                            2   approach

estimation activity

1  design                            2   approach

estimation activity

goal: develop qualitative reasoning skills

AP50b
 Spring 2013

“What is the potential difference 
that causes a lightning strike?”

1  design                            2   approach 1  design                            2   approach

experimental design activity
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Ⅴ−１−１. 資料２

1  design                            2   approach

experimental design activity

goal: develop experimental skills

1  design                            2   approach

1  design                            2   approach

homework reflection

1  design                            2   approach

homework reflection

goal: develop problem solving

and metacognitive skills

AP50b
 Fall 2013 

q

q

q

–2q
a

a

•
•
•
•
•
•
•

μ

μ

1  design                            2   approach

AP50b
Fall 2013

q

q

q

–2q
a

a

•
•
•
•
•
•
•

μ

μ

1  design                            2   approach

 homework goal

 solve at home skills development

 reflect in class metacognition
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Ⅴ−１−１. 資料２

1  design                            2   approach 1  design                            2   approach

1  design                            2   approach

16 pages!

1  design                            2   approach

1  design                            2   approach 1  design                            2   approach
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Ⅴ−１−１. 資料２

1  design                            2   approach

reflection process

1. list assistance

2. mark up solution (blue/red)

3. list what learned

4. rate understanding (traffic light)

5. plan for review

1  design                            2   approach

1  design                            2   approach

“I was inspired and encouraged to do these 

problems on my own with the promise of 

collaborative work [the next day]”

1  design                            2   approach

“I felt less pressure to find the right answer

and more freedom to explore”

1  design                            2   approach

readiness assurance activity

1  design                            2   approach

readiness assurance activity

goal: formative assessment

collaborative learning
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Ⅴ−１−１. 資料２

1  design                            2   approach 1  design                            2   approach

1  design                            2   approach 1  design                            2   approach

1  design                            2   approach 1  design                            2   approach
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Ⅴ−１−１. 資料２

1  design                            2   approach 1  design                            2   approach

1  design                            2   approach 1  design                            2   approach

1  design                            2   approach 1  design                            2   approach
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Ⅴ−１−１. 資料２

1  design                            2   approach 1  design                            2   approach

Projects

1  design                            2   approach

Projects

• 3 projects/semester

• each project roughly one month long

• different team formation for each project

• projects not prescriptive, but open-ended

• 3 types of project “fairs”

1  design                            2   approach

Projects

Project fair types:

• design competition

• oral presentation

• poster presentation

1  design                            2   approach

Projects

To be successful, the projects must

• require practical application of skills

• be linked to real world problems

• have compelling narrative (help/do good)

1  design                            2   approach

Projects

 Fall Spring

 Rube Goldberg Environment

 Mission to Mars Safe cracking

 Musical Instrument Energy
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Ⅴ−１−１. 資料２

1  design                            2   approach

Projects

 Week 1 team formation

1  design                            2   approach

Projects

 Week 1 team formation

  project brief

1  design                            2   approach

Projects

 Week 1 team formation

  project brief

 Week 2 proposal review 

1  design                            2   approach

Projects

 Week 1 team formation

  project brief

 Week 2 proposal review

  planning begins 

1  design                            2   approach

Projects

 Week 1 team formation

  project brief

 Week 2 proposal review

  planning begins

 Week 3 increased planning time

 

1  design                            2   approach

Projects

 Week 1 team formation

  project brief

 Week 2 proposal review

  planning begins

 Week 3 increased planning time

 Week 4 project fair
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Projects

 Week 1 team formation

  project brief

 Week 2 proposal review

  planning begins

 Week 3 increased planning time

 Week 4 project fair

  project report

  peer assessment

n                          2   approach2  

Projects

e kekeke  1 team formation

project brief

eek 222 proposal review

planning begins

eek 3 increased planning time

eek 4 project fair

project report

peer assessment

1  design                            2   approach

Wed Apr 10 • 2–5 pm • Pierce 301

CRACK-A-THON

AP50
1  design                            2   approach 1  design                            2   approach
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1  design                            2   approach 1  design                            2   approach

1  design                            2   approach

AP50b Fall 2013 

1  design                            2   approach

1  design                            2   approach

Assessment

• reading — quality of NB contribution

• problem solving — effort & self-assessment

• readiness assurance — indiv. & team scores

• projects — meeting project criteria

 

1  design                            2   approach                   3   results
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Ownership
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Ownership

Course evaluation: 4.2/5 
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Ownership

“The structure of the class made what was my 

least-favorite subject into one of my favorites.
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Ownership

“The structure of the class made what was my 

least-favorite subject into one of my favorites. 

I was worried that people, including myself, 

would just slack off and do the bare minimum, 

but you really need to be on top of your read-

ings and concepts in order to contribute to your 

team. GREAT CLASS!!!!!!”

1  design                            2   approach                   3   results

Ownership

“Dear Harvard students, this class will be un-

like any class you’ve taken at Harvard, and it 

will, hopefully, shift the entire foundation upon 

which you’ve based your education. I truly be-

lieve everyone should take this course; prepare 

to take full ownership of your learning.”

1  design                            2   approach                   3   results

Ownership

Attendance: 94% (AP50a), 97% (AP50b)
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Ownership

Attendance: 94% (AP50a), 97% (AP50b)

3 hours and they don’t leave!

1  design                            2   approach                   3   results

Ownership

“I don’t think I am well enough to make

it through class. I feel terrible because I

don’t want to let my team down by not

being there, but I don’t think I’d be very

helpful in my current state.”

(via email)
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Self-efficacy
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Self-efficacy

(students’ belief in their ability to succeed)
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Self-directed learning

1  design                            2   approach                   3   results

Self-directed learning

NB data shows:

• student spend on average 2.3 hrs/chapter

• 160–230 annotations/chapter (5–7/stu)

1  design                            2   approach                   3   results

Self-directed learning
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“Problem-solving” ability
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“Problem-solving” ability

(very preliminary)
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“Problem-solving” ability

(very preliminary)

AP50b students do twice as well as Phys11b!
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Team skills
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Team skills

individual: 4%
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Team skills

individual: 4%

1  design                            2   approach                   3   results

Team skills

individual: 4%
team: 64%
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Can create ownership of learning physics!
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Can create ownership of learning physics!eate ownership of learning physeate ownership of learning phys
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”you come out with so much know- 

ledge and experience and fun”

1  design                            2   approach                   3   results

Support

Cherry Murray

Course planning

Kelly Miller
Orad Reshef

Co-instructor

Carolann Koleci

Teaching staff

Kelly Miller
Orad Reshef
Michael Moebius
Sally Kang

Logistical support

Anas Challah
Peter Kjeer
Jordan Stephens
Wolfgang Rueckner
Nils Sorensen

Education Research

Marcelo Barros
Messias Borges-Silva
Brian Lukoff
Kelly Miller
Alvaro Neves
Julie Schell
Laura Tucker
Fauzy Wan
Junehee Yoo
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Support

Cherry Murray

Course planning

Kelly Miller
Orad Reshef

Co-instructor

Carolann Koleci

Teaching staff

Kelly Miller
Orad Reshef
Michael Moebius
Sally Kang

Logistical support

Anas Challah
Peter Kjeer
Jordan Stephens
Wolfgang Rueckner
Nils Sorensen

Education Research

Marcelo Barros
Messias Borges-Silva
Brian Lukoff
Kelly Miller
Alvaro Neves
Julie Schell
Laura Tucker
Fauzy Wan
Junehee Yoo

and the students pioneers in AP50!
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for a copy of this presentation:

mazur.harvard.edu

Follow me!            eric_mazur      
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Toru Iiyoshi, Ph.D.

Professor

Center for the Promotion of Excellence in Higher Education

Kyoto University

Reflections on Learning Assessment and Technology:
Collective vs. Individual Ownership of Learning

Oct. 10, 2013   International Seminar on Learning Catalytics

The North Wind and The Sun (Aesop)

North Wind

A Teacher

Sun

Peer Students

Learning Catalytics makes the Sun heat even warmer! 

The Wall

No sarcasm in the classroom 

Hey! Teachers! Leave us kids alone!

Another Brick In The Wall Part II -- Pink Floyd

NB was created by a MIT student!

The Wall

I'm building a wall, a ne wall

Not so much to keep you out, more to keep me in

Building A Wall -- Pet Shop Boys

Many current MOOCs are building this wall!

Massive Open Online Courses
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Massively iSolated Open Online Courses

KyotoUx001
Chemistry of Life

by Prof. Motonari Uesugi

The Wall

I'm building a wall, a ne wall

Not so much to keep you out, more to keep me in

Building A Wall -- Pet Shop Boys

Many current MOOCs are building this wall!

Reflections, Ideas and Thoughts

Ownership of learning

Teaching -> Learning -> Teaching

Peer Instruction vs. Peer Assessment

Reborn technology-enabled teachers/students

Diversity & multiple perspectives (e.g.“criss-crossed 
landscape”)

Anatomy of teaching and learning

Learning how to learn solve new problems

Collective capability vs. individual capability 
(prisoner’s dilemma, halo effect?)

Amateur Academy
where everybody can learn 
from and teach to each other!
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Towards Further Advancing PI: Peer Network

3,000+ Participants

Towards Further Advancing PI: Sharing Questions

Hundreds of Shared Questions

Optimizing Peer Teaching & Learning 
Using Learning Analyticsg g y

Prof. Eric Mazur’s Group 
@Harvard University

Prof. Eric Mazur’s Group 
@Harvard University

”Minority Report” for 
better teaching & 
learning?

Optimizing Peer Teaching & Learning 
Using Learning Analytics

Three (maybe crazy?) Questions for Prof. Mazur 

How the future of educational “Minority 

Report” (in a good and positive sense) could 

look like? (or, just share your educational 

fantasy?)

What do teachers need to be? (in the wake of 

massive talented student teachers!)

Where do you want to go next?
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パーソナライズされた学びを
支援する学習環境を考える

ーテクノロジーの面からー

酒井 博之

京都大学 高等教育研究開発推進センター

第86回京都大学高等教育研究開発推進センター公開研究会
2013.10.10

1

日本の大学におけるLMSの利用状況

• 米国の4年制大学では約60%の授業でLMSを利用（Green, 
2010）

放送大学学園（2011.3）文部科学省先導的大学改革推進委託事業「ICT活用教育の推進に関する調査研究」委託
業務成果報告書より

2

米国の大学におけるデータ利用

• トップ３は
– エンロールメント・マネジメント

– 財政と予算

– 学生の進展

• 多くのデータをすでに持っている

Bichsel, J. (2012) “Analytics in Higher Education: Benefits, Barriers, 
Progress, and Recommendations,” EDUCAUSE Center for Applied 
Research (ECAR). より

3

パーソナライズされた学習とは

• 学生の多様化
– 適性、前知識、動機づけ、学習スタイル、興味・関心などが異

なる

• “One–size-fits-all” アプローチからの脱却
– “Seat time requirement”？
– コンピテンシーベースでの学習評価

• テクノロジーにより支援可能な側面がある

• National Education Technology Plan 2010
– “Transforming American Education: Learning Powered by 

Technology”（米国教育省教育テクノロジー局）

– ネットワーク化された世界における学習者中心フレームワーク

– パーソナライズされた学習（personalized learning）
– アナリティクス

4

Learning: Engage and Empower

• 個人毎に学習のゴールを
設定

• 21世紀型スキルをベース
にした評価
– 米国へのローカライズ

• “always-on” の環境
– 学習リソース

– 学習ツール

– 学習履歴・データ

– 学習コミュニティ

– 教員 ･･･

http://www.ed.gov/technology/netp‐2010/learning‐engage‐and‐empower

Figure 1. A Model of Learning, Powered by Technology
5

Teaching: Prepare and Connect

• 教員に対する支援環境

• 学習データなどのリ
ソースに24hアクセス可

http://www.ed.gov/technology/netp‐2010/teaching‐prepare‐and‐connect

Figure 3. Connected Teaching Builds New Competencies 
6
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ラーニングアナリティクスについて

• ラーニングアナリティクスの定義 (SoLAR* Webサイトより)
– 学習およびそれが起きる環境を理解し最適化することを目的と

した、学習者やその文脈に関するデータの測定、収集、分析、
報告

• アナリティクスのプロセス (ECAR 2012)

*Society for Learning Analytics Research

戦略的問い
データ分析
と予測

洞察と行動

7

コンテンツ

介入エンジン適応エンジン

予測モデル

ダッシュボード

学生情報シ
ステム

学生の学習
データ

学生

大学教員 アドミニ
ストレーター

※U.S. Department of Education
(2012)を元に作成

想定される学習
システムの例

8

京都大学サマーデザインスクール2013

• 京都大学デザイン学大学院連携
プログラム主催のワークショッ
プ

• ３日間でPersonalized Learning
の支援環境をデザイン

– 受講者6名、院生4名、教員4名

テーマ：『オープンエデュケーションとビッグデータを利用した
Personalized Learning支援環境のデザイン』

9
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V − 1 − 2.　「学生の学びをどう記録し分析するか

― MOOCs、アクティブラーニングと　　
　　　Learning Analyticsをめぐって ―」

“How to Collect and Analyze Date on Student Learning:　
　　　MOOCs, Active Learning, and Learning Analytics”」

　2014 年 1 月 26 日、京都大学芝蘭会館稲盛ホールにて、オーストラリアよりフィリップ・
ロング博士（クイーンズランド大学情報電子工学部教授、同大学教育イノベーション・テ
クノロジーセンター (CEIT) センター長）を招聘し、「学生の学びをどう記録し分析するか―
MOOCs、アクティブラーニングと Learning Analytics をめぐって―」と題した国際シンポジ
ウムを開催した。来場者は学内 24 人、学外 115 人、計 139 人であった。
　このシンポジウムは、本センターの第 87 回公開研究会・国際シンポジウムにあたり、また
日本学術振興会科研費基盤研究（A）「大学教育改善の促進と教育イノベーション普及のため
の『大学教育コモンズ』の構築」（研究代表者：飯吉透）の研究成果公開の一環ともなっている。
　現在国内外において、学生による主体的・能動的・実質的な学習の実現に向けた様々な取
り組みがなされており、それに伴い、教授学習の可視化や分析・評価を行う方法やその実
践的な適用への関心が高まっている。とりわけ「ラーニング・アナリティクス（Learning 
Analytics）」と呼ばれる「学習や学習環境を理解し、最適化や改善を行うために、学習や文脈
に関わるデータを測定・収集・分析・報告する手法」は、MOOCs、LMS、e ポートフォリオ
などの普及と利用に伴って、教授学習過程の解明や学習効果の測定・検証を通した教育改善を
促進するものとして、注目を集めている。そこで本センターは長年マサチューセッツ工科大学
で教育のオープン化や ICT を利用した先進的な教育ツール・環境の研究開発に携わるロング
氏を招いた。ロング氏は「データを『レンズ』として利用し『学習の霧』を見通す―カゲロウ
か実体か？―」と題した基調講演で、学生のデータの収集やその利用の仕方について、最新の
研究動向と実践事例を紹介し、参加者と議論を交わした。以下にロング氏の発表要旨を掲載す
る。

Phillip Long 
(Professor/ Director, Center for Educational Innovation and Technology, University of Queensland)

「データを『レンズ』として利用し『学習の霧』を見通す―カゲロウか実体か？―」
”Seeing through the Fog of Learning Using Data as a Lens: ephemera or substance?”
　現在、大学の教室で行われていることの大半は、教員が概念について語るか手法を示してみ
せるというやり方であり、「その教え方が学生にどのような影響を与えたか」という評価は最
小限にしかなされていない。教室で用いられるピア・インストラクションやクリッカーなどの
テクノロジーは、教員が学生に与える影響をリアルタイムで可視化するためのささやかな「窓」
を提供してくれるが、さらに、デジタル学習環境の到来により、学習におけるインタラクショ
ンの背後に何が存在しているのかを「見る」ことを可能にする新たな世界が開かれつつある。
MOOCs のようなオンライン学習環境において、ラーニング・アナリティクスにはどんな可能
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性と限界があるのだろうか。「お膳立てされた」ような効果的な学びに関する識見と英雄的な
個々の研究者の業績を越えて、ラーニング・アナリティクスは持続的な実用に至るのだろうか。
キャンパスの均衡状態を変えるのは、単独では常に勝ち目のない戦であろう。データに基づい
た学習パートナーシップこそが、的を射た教育改善には求められる。

　また本センターからは、飯吉透教授が「日本の高等教育改革とアナリティクスの可能性―
MOOC、オープンエデュケーション、ICT 利用による教育支援を巡って―」と題した講演を行っ
た。
　講演後は美濃導彦氏（京都大学学術情報メディアセンター教授、情報環境機構長、京都大学
CIO）、鳥居朋子氏（立命館大学教育開発推進機構教授）、溝上慎一本センター准教授の三人の
指定討論者より学生のデータの収集・利用法に関わる様々な問題や意見が提出された。最後に
講演者と指定討論者との間でパネルディスカッションが設けられ、会場の参加者と質疑応答が
行われた。
　以下に参考資料を収録する。
　 （資料 1）広報チラシ
　 （資料 2）Phillip Long 博士基調講演資料

　（田中　一孝、飯吉　透）
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Professor Phillip Long
フィリップ・ロング博士は、オーストラリアのクイーンズラン

ド大学の情報電子工学部教授（イノベーション・教育工学）で、

同大の教育イノベーション・テクノロジーセンター（CEIT）の

センター長を務め、デジタル学習環境に関する研究に従事して

いる。カリフォルニア大学サンタクルーズ校を卒業後、ペンシ

ルバニア州立大学ルバニア州立大学で Ph.D（生物学）を取得。同校の MOOC プ

ロジェクト UQx を統括し、edX コンソーシアムの「プラット

フォーム開発」と「研究・アナリ

ティクス」の両委員会に所属。

Journal of Learning Analytics の共

同編集長や多くの諮問委員会やア

ドバイザリーボードのメンバーを

務めている務めている。

http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/inter_sympo/20140126/index.html
申込方法：下記 URL よりお申込み下さい

主催：京都大学高等教育研究開発推進センター
協賛：河合塾教育研究開発本部、関西地区 FD 連絡協議会
協力：京都大学学術情報メディアセンター
後援：大学 ICT 推進協議会（AXIES）

参加費無料／同時通訳あり／定員１２０名（先着順）

京都市バス
JR 京都駅より市バス D2 のりば (206)

阪急河原町駅、京阪祇園四条駅より (201)(31)

いずれも京大正門前下車徒歩約 2 分

京阪電車
出町柳駅下車徒歩約 15 分

アクセス

〒606-8302

京都府京都市左京区吉田牛ノ宮町 11－1

京都大学　芝蘭会館（稲盛ホール）
13：00 ～ 17：45（受付 12：30 ～）

2014 年 1 月 26 日（日）

現在国内外において、学生による主体的・能動的・実質的な学習の実現に向けた様々な取り組みがなされていま
すが、それらに伴い、教授学習活動の可視化や分析・評価を行う方法やその実践的な適用への関心が高まってい
ます。とりわけ「ラーニング・アナリティクス（Learning Analytics）」と呼ばれる「学習や学習環境を理解し、
最適化や改善を行うために、学習や文脈に関わるデータを測定・収集・分析・報告する手法」は、MOOCs（Mas-
sive Open Online Courses：大勢の学習者に無料で提供される公開オンライン講義）、LMS（Learning Management 
System：オンライン学習やブレンディッド学習のための教育支援システム）や e ポートフォリオなどの利用や普
及とも相まって、教授学習過程の解明や学習効果の測定・検証を通した教育改善を促進するものとして、大きな及とも相まって、教授学習過程の解明や学習効果の測定・検証を通した教育改善を促進するものとして、大きな
期待を集めています。本公開研究会・国際シンポジウムでは、長年マサチューセッツ工科大学で教育のオープン
化や ICT を利用した先進的な教育ツール・環境の研究開発に携わり、現在はオーストラリアのクイーンズランド
大学で大学教育改善に多面的に取り組んでおられる Phillip Long 博士をお招きして、大学教育の包括的な進展のため
に「学生の学びをどう記録し分析するか」を探ります。

    “How to Collect and Analyze Data on Student Learning:

          MOOCs, Active Learning, and Learning Analytics”

―MOOCs、アクティブラーニングと

　　　　　Learning Analytics をめぐって―

学生の学びを

どう記録し

分析するか

JSPS 科研費基盤研究（A）「大学教育改善の促

進と教育イノベーション普及のための『大学教

育コモンズ』の構築」（研究代表者：飯吉透）

京都大学高等教育研究開発推進センター

第 87 回公開研究会・国際シンポジウム
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主催：京都大学高等教育研究開発推進センター
協力：京都大学学術情報メディアセンター

協賛：河合塾教育研究開発本部、関西地区 FD 連絡協議会
後援：大学 ICT 推進協議会（AXIES）

問い合わせ先：京都大学高等教育研究開発推進センター事務室
                                （550center@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp ）

―MOOCs、アクティブラーニングと Learning Analytics をめぐって―

学生の学びをどう記録し分析するか
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V − 2.　Open Education Conference 2013参加報告

1.　Open Education Conference 2013について

　2013 年 11 月 6 日〜 8 日、米国ユタ州パークシティにおいて開催された Open Education 
Conference 2013 に、本センターの飯吉透教授、酒井博之准教授の 2 名が参加した。
　Open Education Conference は今回で 10 回目の開催であった。参加者数は公式発表がな
かったが約 300 名程度であった。昨年までは 150 名規模ということだったが、今回の参加者
数増加は MOOC の影響であろう。カンファレンスのプログラムは、各日 2 件の基調講演（各
45 分）と 4 会場に分かれての個別の口頭発表（各 30 分）で構成されていた。

　　Open Education Conference 2013　　http://openedconference.org/2013/

2.　参加した感想

　日本では認知度が高いといえないオープンエデュケーションであるが、この名称が付いたカ
ンファレンスが 10 年前から存在していることに改めてこの分野に対する日米の温度差を感じ
る機会となった。今回のカンファレンスでは、以下のようなテーマが設けられていた。オープ
ンエデュケーションといえば、一般には OCW に代表されるように、講義ビデオをはじめとす
る教育コンテンツの公開をイメージするが、「再利用、改訂、リミックス、再配布」を意味する「４
Ｒ」の実現に向けての取り組みや、アセスメントのオープン化、OER（Open Educational 
Resources）の利用によるコスト削減など、多様な活動を含むことが分かる。

テーマ：
「4Rs*-enabled pedagogy (*Reuse, Revise, Remix, and Redistribute)」「Democratizing 
credentialing with badges」「Impacts of OER on cost and student success」「OER 
adoption models」「Open assessment; PLA*; Lifelong learning (*prior learning 
assessment)」「Open policy」「Open study groups and social interaction」「Open 
teaching and MOOCs」「Synergies with other forms of open」「The bleeding edge of 
open」

　基調講演の一つは Coursera の共同創設者 Andrew Ng 氏によるものであったが、最近出現
した営利目的の MOOC プラットフォームに対しては批判的な意見を持つ参加者が多いことが
意外であった。質疑では、サーティフィケーション、受講者の知的所有権、オープンライセン
ス付与等の論点が出たが、フロアとの議論はかみ合っていないようにも見えた。

　アセスメントのオープン化に関して、MIT の Brandon Muramatsu 氏らによる発表が断
行になった。現在の OER はコンテンツとアセスメントが別々に扱われていることが指摘さ
れ、アセスメントの共有を実現するためのオンラインツールについて紹介された。その一つは
MIT と Open Tapestry が開発した「Open Assessment」で、あらゆる OER にアセスメント
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を埋め込んだり、テスト結果の統計情報を共有可能にするためのツールであり、すでに OCW 
Scholar や edX にも使われているということであった。将来的にはこのような仕組みをオー
プン教科書と連携させ、学習者がアセスメントの履歴を保持可能にする方向でも開発が進んで
いるとのことであった。
　OCW コンテンツの二次利用について、OCW コンソーシアムの L. Cooperman 氏より興
味深い取り組みの紹介があった。カリフォルニア大学アーバイン校では、OCW で公開され
ている化学の講義ビデオをまとめ、カリキュラムレベルでの提供を開始している。これは
OpenChem プロジェクトと呼ばれ、OCW の講義ビデオとその他の OER（テストや宿題等）
を組み合わせて、MOOC のような受講期間の制約なく、いつでも講義コンテンツにアクセス
できることが特徴である。クリエイティブコモンズのライセンスが付与されており、学生だけ
ではなく、他校の教員も自分の授業の一部で自由に再利用できるという利点があり OCW の二
次利用の好例と言えるだろう。この取り組みが MOOC を利用しない点については、化学はラ
ボで最もよく教えられるといった信念から、公教育での利用を意図して作成したという説明が
あった。
　その他、多くの発表内容に刺激を受けるとともに、MOOC やオープンエデュケーションに
関する先進的な情報を得られるよい機会であった。

（酒井　博之、飯吉　透）
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V − 3.　ハーバード・MIT訪問調査報告

1.　訪問の目的とスケジュール

　2013 年 3 月 4 日から 6 日の 3 日間、松下佳代、溝上慎一（以上、センター教員）、大山牧子、
畑野快、蒋妍（以上、大学院教育学研究科博士後期課程高等教育開発論講座 2 年）の 5 名で、ハー
バード大学、マサチューセッツ工科大学（MIT）を訪問した。河合塾教育研究開発本部の谷口
哲也氏、大学教育ジャーナリストの友野伸一郎氏、立教大学経営学部日向野幹也教授も同行さ
れた。本事業は 2012 年度の事業であるが、年度末に行われたため、今年度の叢書で報告する
次第である。なお、活動報告は、2013 年 6 月 5 日に、本センターが提供している教育学研究
科専門科目「高等教育開発論研究 A」において行ったため、その際の資料を巻末にも添付した。
　今回の訪問調査の目的は、アクティブラーニングを中心に、世界的な研究大学における教育
改革の動向を把握することであった。特に 2012 年 10 月に招聘したハーバード大学エリック・
マズール教授グループの実践を見学し、研究交流することに主たる目的があった。また今回の
訪問にあたっては、昨年マズール教授とともにセンターを訪問されたハーバード大学のアン
ジェリカ・ナテラさんが、HILT などの訪問先のコーディネートをしてくださった。
訪問スケジュールは表 1 の通りである。

表 1　訪問スケジュール
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訪問先は、以下のように分類される。 

表 1 訪問スケジュール 
  Day Time Place Event Instructor/Interviewee

1:30pm Meeting with Dr. Natera Dr. Angelica Natera (Host)

2pm-5pm Visting Prof. Mazur's class (AP50) Prof. Eric Mazur

5pm-6pm
Meeting with the Science Education

subgroup of Prof. Mazur's group

10am-
11:30am

Campus Tour

1pm-3pm
TEAL

(Technology-Enabled Active Learning)
Dr. Peter Dourmashkin

9am-
10:30am

Visiting the Bok Center
Dr. Terry Aladjem

 (Director, Bok Center)

11am-
12pm

HILT
(Harvard Institute for Learning &

Teaching)

Dr. Erin Driver-Linn
(Director, HILT)

1pm-
2:30pm

Social Psychology Dr. Joshua Greene

3:30pm-
5pm

Mazur's group (Demonstration of
Learning Catalytics)

Dr. Brian Lukoff

March 6th
(Wednesday)

Harvard

March 4th
(Monday)

Harvard

March 5th
(Tuesday)

MIT



− 367 −

訪問先は、以下のように分類される。
①ハーバード大学

・教育改革推進組織での情報収集・交流
・Derek Bok Center for Teaching and Learning
・HILT (Harvard Institute for Learning & Teaching)

・マズール・グループによる授業の見学、および研究交流
・「応用物理学」（AP50）の PBL 型授業
・Learning Catalytics や Peer Assessment についての説明とデモ

・ハーバードの講義型授業の見学
・Joshua Greene による「社会心理学」の授業

② MIT
・TEAL（Technology-Enabled Active Learning）での「初修物理学」の授業

　デレク・ボクセンターはハーバード大学の教授・学習センターとして日本でもよく知られて
いるが、HILT は 2011 年秋に発足したばかりの学長直属の教育改革推進組織である。マズー
ル教授とナテラさんに強く勧められて、訪問が実現した。
　マズール教授はピア・インストラクションの開発で著名で、本センターでも 2012 年 10 月
10 日に開催したシンポジウムで講演していただいたが（http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/
inter_sympo/20121010/index.htm）、その際にインフォーマルな場で熱っぽく語っておられ
たのが、2012 年秋学期から新たに始められた応用物理学の PBL（Project-Based Learning）
の授業であった。今回の訪問でその授業を見学するとともに、その中でも使われている
Learning Catalyticsについて説明とデモをしていただいた。Learning Catalyticsは、マズール・
グループによって開発されたクラウド・ベースの学習分析・評価システムであり、いわばク
リッカーの進化形といえるツールである。このときの交流が、2013 年 10 月 10 日開催の国際
シンポジウム「深いアクティブラーニングを創発させる学習評価とテクノロジー ―Learning 
Catalytics を中心に―」（http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/inter_sympo/20131010/index.
html）につながった。
　私たちはハーバード大学での “ 一般的な ” 講義型授業がどんなものであるかにも興味が
あった。そこで限られたタイムスロットの中でシラバスの説明を頼りに選んだのが、Joshua 
Greene 助教授による「社会心理学」の授業である。結論からいえば、この授業も精緻に構造
化された素晴らしい授業であった。授業終了時に拍手がわき起こったことからも、学生にとっ
てエキサイティングな授業であることがうかがえた。もちろん、一つの授業での経験を一般化
するのは危険すぎる。HILT のディレクター、Dr. Erin Driver-Linn（彼女も社会心理学が専門）
もこの授業のことを誉めていたので、私たちが幸運に恵まれただけかもしれない。
　一方、日本でも有名な MIT の TEAL（Technology-Enabled Active Learning）での「初修
物理学」の授業は、私にはやや期待はずれであった。アクティブラーニングのためにデザイン
された教室空間であるはずなのに、学生たちがさほどアクティブに授業に参加しているように
は見受けられなかったからである。12 の丸テーブルに 8 ～ 10 人ずつのグループで座った学
生たちの中には大きなピザを食べたり、スマホをいじったりしている者も散見された。さすが
にグループワークになると、各グループのテーブル脇にあるホワイトボードを使って熱心に議
論している姿が見られたが。あれだけの大がかりな教室設備、ベテランのインストラクター、
数名の TA を使って行われているわりには、それに見合った学びの積極さや深さが得られてい
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るようには私には見えなかった。あらためてアクティブラーニングの難しさを感じさせられた
授業であった。　
　以下では、それぞれの訪問先で得られた知見について報告する。

（松下　佳代）

2.　Derek Bok Center for Teaching and Learning

2‒1. Derek Bok Center for Teaching and Learningの概要

　1975 年に設立された Derek Bok Center for Teaching and Learning は、ハーバード大学
の学士課程教育向上のために、プログラムやリソースを提供支援する組織である。センターの
メンバーは、46 名（コアメンバー 12 名（内訳は表 2 参照）・ティーチングフェロー 22 名・ティー
チングコンサルタント登録メンバー 12 名）からなっており、サービスは 6400 人いるハーバー
ド大学のファカルティ・講師・非常勤講師・ティーチングフェロー・アシスタントの全てが利
用することができる。本センターでは、教員のキャリア段階に応じて、教育のためのさまざま
なプログラムが提供されるが、中でも大学院生やティーチングフェローを対象とした、いわゆ
るプレ FD の活動が特徴的である。

表 2　Derek Bok Center for Teaching and Learning のコアメンバーの詳細

2‒2.　当日のディスカッション

　訪問当日は、センター長である、Dr.Terry Aladjem とのミーティングを通して、ティーチ
ングフェローの活動内容を中心に活発な議論がなされた。
　各部署から、3 〜 5 年の任期で募るティーチングフェローは、各自の教育開発を行うととも
に、センターと各部署のパイプ役を担っていることが確認された。具体的には、1 年に 5 回
〜 10 回全ティーチングフェローが集まり、そこで授業研究や研修が実施されている。そして、
ティーチングフェローは、ティーチングフェロー向けの研修で習得した知見を各部署に持ち帰
り、各分野での教育の発展を考えるという役割を担っている。
　活動の課題としては、①センターを利用する教員の多くが若手の教員であり、幅広い段階の
教員に働きかけることが困難であること、②継続した活動のための財政的な問題が挙げられた。

（大山　牧子）
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3.　HILT (Harvard Institute for Learning & Teaching)

　HILT は、総額 4000 万ドルにおよぶ Gustave & Rita Hauser からの寄附金を得て、2011
年秋に発足した学長直属の教育改革推進組織である。HILT のミッションは、ハーバードの学
習と教育におけるイノベーションと卓越性に触媒作用を及ぼすこととされ、具体的には、①教
育・学習におけるハーバードの長所を積み重ねる、②学生の教育ニーズを満たす（テクノロジー
と教授法の点で）、③学習の科学を強化する、④教育と学習についての強固なネットワークを
構築する、の 4 点があげられている（http://hilt.harvard.edu/）。ディレクターの Dr. Erin 
Driver-Linn の言葉を借りれば、「真の目標は、ハーバードの教育の cultural change をひきお
こすこと」である。
　HILT のチームは、ディレクターと 3 人のスタッフの小所帯である。ディレクターの Dr.  
Driver-Linn は、もともと実験社会心理学を専門とする研究者であり、Derek Bok Center の前・
副ディレクターで、現在も、Associate Provost for Institutional Research を兼任している。
　HILT の 主 た る 活 動 に は、(a) 教 育・ 学 習 コ ン ソ ー シ ア ム（Teaching and Learning 
Consortium: TLC)、(b) HILT シンポジウム、(c) Hauser 助成（Hauser Grants）がある。(a) は、
27 名の各部局代表からなる組織であり、そこには教育・学習センターの長に類する人、部局
内での革新的取組について知っている academic technology manager などが含まれている。
　HILT シンポジウムは、エビデンス・ベースの教育的イノベーションについての議論をまき
おこすこと、教育・学習についての新規で独創的なアプローチを紹介すること、大学全体およ
び大学外まで教育・学習についてのコネクションを広げること、を目標に、年 1 回開催され
ている。2012 年のプレゼンターをみると、日本でもおなじみの Michael Sandel（政治学）、
Carl Wieman（物理学）、Steven Pinker（心理学）、伊藤 穰一（MIT メディアラボ）など、ハー
バード内・外から、各専門分野の研究者として著名であり、かつ教育的にも革新的な取組を行っ
ている人々が名を連ねている。マズール教授もその一人である。
　Hauser 助成は、教育的な役割を担っている教員・学生・部局長・アドミニストレーター・
ポスドクを対象に、エビデンス・ベースの革新的で拡張可能な取組に対して 2 年間にわたっ
て与えられるものであり、2012-13 年には 47 の個人・グループが選定されている。マズール・
グ ル ー プ も “Transforming education through computer vision analysis and automated 
assessment” という課題で選ばれている。
　興味深かったのは、選定された取組間でネットワークが形成されるよう HILT が触媒的な役
割を果たしていること、およびそのための方法である。47 の取組に対して、その特徴を表わ
すタグを付け（assessment、backwarddesign、collaboration など）（http://hwpi.harvard.
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edu/files/hilt/files/hauser_grants_
keywords.pdf）、それを色分けして
クラスター化するという方法がとら
れている（図 1 参照）。
　ハーバード大学には、多くのすぐ
れた教育的取組があるが、世界的に
知られるマズール教授の実践も、内
部ではさほど知られていないという

（Derek Bok Center ディレクター 
Dr.Aladjem の話）。HILT がそうし
た取組を発掘し、それらの点を結び
つけ、点から線へ、線から面へとつ
なぐために、いかにさまざまな努力
を行っているかを知ることができ、
同じ研究大学での FD ネットワーク

形成に取り組んでいる人間として、大きな刺激と
励ましを受けた。

（松下　佳代）

4.　Eric Mazurによる「応用物理学」の PBL型授業

　Eric Mazur 教授はハーバード大学の応用物理学の教授として研究面でも著名でありながら、
同時に物理教育でも世界的に知られている。1990 年代初めに大規模講義における双方向的な
教授法として Peer Instruction（PI）を開発し、現在では世界のさまざまな分野で実践されて
いる。
　今回見学したのは、Applied Physics 50（AP50）という新しく開発された授業である。特
徴としては、講義なし、試験なし、すべて学生主体である。この授業を開発した意図は、プロジェ
クトに取り組ませることで学生に物理と現実世界のつながりをわかってもらい、自己決定型学
習（self-directed study）を促進することであったそうだ。授業はチームで月単位のプロジェ
クトを行うことから成り立っている。授業時間は、月曜日と水曜日の午後 2 時から 5 時の 3
時間ずつで、一学期 3 つのプロジェクトに取り組む。教室は AP50 のために新しく整備され、
前後スクリーンやカメラとマイクロフォンも設置されている。
　見学した日はちょうど、最初の 1 か月間の成果発表の日であった。5 つのグループが取り組
んできたテーマについてそれぞれ報告した。例えば、第一のグループは雷のエネルギーを効果
的に活用するアイディアで、第四グループはハーバードの近くを流れるチャールズ川の浄化に
関するアイディアであった。各グループは 4 ～ 5 人からなり、中には、学生が自分で作った
簡易な実験装置を使いながら、プレゼンを行うグループもあった。印象的だったのは学生たち

図 1　HILTの活動―Hauser助成選定取組間のネットワーク形成

（出典）http://hwpi.harvard.edu/files/hilt/files/hauser_grants_poster.pdf 
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のプレゼン能力の高さであった。レジュメを見ながら読む人は一人もおらず、手や体の振る舞
いも自然だった。質問を受けたときに、“That is a good question.” とまず相手を肯定し、質
問に答え始める。授業後にマズール教授から伺った話では、プレゼンの仕方に関しては授業が
始まった段階で一回教えるそうである。
　この授業はすべてチームで学習活動を行っているため、グループ分けは重要である。最初の
グループ分けは授業登録期間中で、動物の真似をしながら言葉を使わずに自分の仲間を探す形
で学生をランダムにグループ分けした。履修が確定してからは、3 回グループ分けを行う。ま
ず、受講する前に行った pre-test の点数とジェンダーをベースに学生を分ける。Pre-test の点
数で学生を高位群、中位群、低位群に分類し、各グループに高位群から 1 名、中位群から 2 名、
低位群から 1 名入るように編成する。さらに、ジェンダーに関しては、女性 1 名と男性 3 名
のように組み合わせる。 二回目は、Mission to Mars というプロジェクトをやらせて、それ
を達成するために必要と考えられる 4 つのスキル（Note taker, Manager, Enthusiasts など）
について自己評価させ、その得点で、各自が必要なスキルを持つ人とチームを組ませる。三回
目は Myers-Briggs Type Indicator に基づいてグループ分けをする。
　今回の見学を通じて、学生の素晴らしい発想力とプレゼン力に刺激を受けるとともに、学生
に “learn how to learn” という学習の本質（試験のためではなく）を身につけさせようとす
るマズール教授の教育への熱意にも感銘をおぼえた。

（蒋　妍）

5.　マズール教授グループとの研究交流

5‒1.　Learning Catalytics
　Learning Catalytics は、Eric Mazur、Brian Lukoff（開発当時はマズール・グループの
ポスドク）、Gary King（行政学科教授）によって 2011 年 7 月に開発・発表された。2013
年 4 月に世界最大規模のメディア・コングロマリット Pearson が買収して、話題になっ
た（http://www.pearsoned.com/pearson-acquires-ed-tech-startup-learning-catalytics/#.
UtEYVtJdWSo）。私たちにデモをしながら説明してくれた Brian Lukoff 氏も、現在は
Pearson のスタッフになっている。
　Learning Catalytics は、Learning と Catalysis（触媒作用）を組み合わせた造語である。
直訳すれば、学習触媒工学とでもなろうか。具体的には、クラウド・ベースの学習分析・評価
システム（cloud-based learning analytics and assessment system）であり、クリッカーの
進化形である。　クリッカーは大講義でも使えるインタラクティブなツールとして日本でも普
及しているが、Learning Catalytics は、クリッカーの限界を乗り越えようとして開発された
ツールである。具体的には、クリッカー以外のデジタルツール（スマホ、タブレット端末、ノー
トパソコンなど）でもレスポンスシステムとして使用でき、多肢選択式以外の問題も出題・回
答・回答分布表示が可能で、グループ編成のための情報をリアルタイムで教員にフィードバッ
クできるようになっている。
　図 2 は、2013 年 10 月 10 日の国際シンポジウムでも使われた画面である。スマホにオアフ
島の航空写真が提示され、その中に回答を矢印で書き込むように指示される。右上の画面の複
数の赤い矢印が学生たちの回答分布である。77 人から回答があり、正答率は 16％であること
が小さく表示されている。
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図 3 の画面は、各回答を選んだ学生たちが教室の中にどう散らばっているかを表示して、ピア・
インストラクションでのグループ・ディスカッションがより生産的になるよう、グループ編成
に関する情報を教員に与えている。

Lukoff 氏の説明やその際の質疑応答によれば、数式なども表示できるということで、提示で
きる問題形式は授業で用いられるほとんどすべての形式をカバーしているという印象を受け
た。クリッカーで対応できる問題形式の制約は、授業の形式をも制約するものであったが、
Learning Catalytics が使えるようになれば、大講義でもはるかにインタラクティブで多様
な授業が可能になるだろう。Learning Catalytics は今のところは無料で提供されているが、
Pearson に買収されたことにより、今後、有償制になるのかどうかが気がかりなところである。

5‒2.　Peer Assessment
　4 で紹介したように、今回見学したマズール教授の「応用物理学」の授業（AP50）は、1
か月で 1 テーマのペースで 3 つのテーマを扱う PBL のクラスであるが、PBL であると同時に、

図 2　Learning Catalytics で提示された問題と学生たちの回答分布

（出典）https://learningcatalytics.com/（日本語の説明は追加した）

図 3　Learning Catalytics で提示されたグループ編成のための情報

（出典）https://learningcatalytics.com/（日本語の説明は追加した）
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TBL（Team-Based Learning）の性格もあわせもつ学習活動が展開され、そのための独自の
評価法が実施されていた。合い言葉は “No lectures and no exams” である。
　PBL でしばしば議論されるのが、知識習得と知識活用をいかに両立させるかである。とり
わけ、工学・理学のような多くの専門知識を要する自然科学系の PBL では、PBL だけでは必
要な知識が身につかないということが問題とされる。
　また、TBL で課題になるのは、個人での学習とチームでの学習をいかに両立させるかである。
チームで学習させると、活動への関与の仕方に差が生じ、往々にしてフリーライダーが生まれ
る。また、活動はチームで行ったとしても、最終的な成績評価は個人単位になる。
　PBL と TBL の性格をあわせもつ授業において、こうした問題への対応はどのような形でな
されていたのだろうか。

（1）学習活動――No Lectures
　AP50 では、大きくわけて、以下の 4 種類の学習活動が行われていた（AP50 での配付資料
による）。
① Reading assignments と NB システム（授業外）

各学生は Reading assignments（自習テキスト課題）をまず一人で読み、その後、NB シス
テムを用いて、お互いの解釈や質問などについて掲示板で議論する。NB システムは、MIT
の学生が開発した、テキストへの注釈をウェブ上で交流できるシステムである（nb.mit.
edu）。

② Problem sets（授業外→授業内）
学生たちには、自習テキストで得た知識を活用して解決することが求められるような現実世
界の問題が与えられる。これも授業前に一人で解き、授業でチームメンバーと議論し、必要
に応じて修正する。

③ Readiness Assurance Activities (RAAs)（授業内）
プロジェクトに取り組む準備ができているかを確認する活動。授業内でまず一人で取り組み、
その後、チームメンバーと議論する。

④ Projects（授業内・外）
PBL のプロジェクト課題。これは、授業内・外でチームで取り組む。

（2）評価――No Exams
　AP50 で評価観点とされていたのは、
・チームへの貢献度についてのチームメートの意見
・自分の貢献度についてのあなた自身の評価の正確さ
・チームメートの貢献度についてのあなたの評価の正確さ
である。失敗をおそれず挑戦するリスク・テーキング、努力のコントロール、学習の自己診断
を奨励する評価である点に特徴がある。
　No Exams といっても、大学の授業である以上、成績評価は避けて通れない。AP50 では、
上述の 4 つの学習活動について、以下のような観点・基準と割合で成績評価が行われていた。
① NB システムへの貢献（10％）：質問と他の学生の質問への応答で評価
② Problem sets（20％）：自分の理解度（困難の認識）を 3 段階で評価
③ RAAs（30％）：自分のスコアとチームのスコアを 50％ずつ評価
④ Projects（40％）：プロジェクトの評価基準（ルーブリック）で評価
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　PBL・TBL 型の授業では大講義以上に周到なデザインが要求されること、また、そこでは、
授業内学習と授業外学習、知識獲得と知識活用、個人学習とチーム学習などをいかに調和させ
両立させるかが課題となることを、強く感じた。

　マズール・グループのラボを訪れて何よりも
印象的だったのは、マズール・グループそのも
のが、この AP50 のクラスと同じようにチー
ムで、常に新しい教育イノベーションというプ
ロジェクトに取り組んでいることであった。マ
ズール・グループには、ポスドクや海外から
の在外研究員など、科学教育関係に限っても常
時 20 人程度の研究者が名前を連ねている。そ
して、そのそれぞれが、独自の研究テーマをも
ち、マズール教授の授業をアクションリサーチ

のフィールドとしながら、チームとして精力的にマズール・グループの研究成果を生み出して
いる。
　すぐれた研究者がリーダーシップを発揮しながら教育イノベーションを生み出す現場を垣間
見ることができた。

（松下　佳代）

6.　Joshua Greeneによる「社会心理学」の授業

　今回参観した「社会心理学」の授業は、Faculty of Arts and Science の学部生 100 ～ 150
名を対象とした授業である。担当講師は Joshua D. Greene（assistant professor）であり、
行動実験、fMRI （functional magnetic resonance imaging）、TMS （transcranial magnetic 
stimulation）、遺伝子判定を用いた道徳的判断と意思決定を専門とする社会心理学者を専門と
する。
　「社会心理学」において、学生は、社会心理学の基礎的なトピックである社会的影響、態度
の変化、権威への服従、ステレオタイプ、社会的認知、社会的相互作用とグループ・プロセス、
対人的魅力、向社会的行動および日常行動における判断を学習する。今回、参観した時の授業
テーマは対人的魅力であった。
　授業の形式は双方向型ではなく、教員から学生への一方通行型であった。配布資料はなく、

学生は事前にサイトにアップされたものをダウ
ンロードし、レジュメとして使用する。そして
授業の進め方は①対人的魅力についての古典的
問⇒②最新の知見の繰り返しであった。教員の
話し方はとても速く、スライドの分量も非常に
多かった。大半の学生がノート PC を持参して
おり、資料を表示しながらとメモを熱心にとっ
ていた。質問の時間は特に設けられなかったが、
学生から積極的に質問する時もあった。授業後、
数人の学生が教員に質問していた。「社会心理学」



− 375 −

の授業は、伝統的な授業スタイルであったが、学生は非常に熱心に受講しており、その内容は
非常に魅力的なものであった。授業とは、形式よりもまず内容が重要であることを改めて認識
させてくれる授業であった。

（畑野　快）

7.　TEAL（Technology-Enabled Active Learning）での「初修物理学」の授業

　MIT では主に、TEAL という教室での授業を見学した。MIT では、物理は卒業要件の中の
General Institute Requirements の17科目の一つである。この物理の授業は8.01（入門レベル）
と 8.02（初修レベル）の二つから成り立っている。すべての授業は TEAL で行うわけではな
く、学生が自分の好みで講義形式の授業も選べる。この科目は、授業（2 時間）、授業（2 時間）
と復習授業（recitation、1 時間）からなっている。
　当日見学した授業を担当している教員は Peter Dourmashkin という上級講師であった。こ
の教室でもピア・インストラクション（PI）の方法を使っていた。ConcepTest を Concept 
Question と言い直し、学生に示してクリッカーで答えを確認していた。学生間ディスカッショ
ンをするときには、自由に席から離れ、教室のホワイトボードを使い、数式を書きながら、2
～ 5 人のグループでディスカッションを行っていた。
　この日の授業は教員の説明が長かったため、視察団にはやや不評であった。だが、私が
2011 年に MIT に短期留学した際には、復習授業を含めて全部見学したので、教員と TA が協
同で行うよい授業であると思った。授業にアクティブな形で参加し、予習・復習としての宿題
などの授業外学習もかなり求められている。学生はテーブルごとにグループを組み、TA は自
分の担当テーブルを持ち、主に宿題のチェックと授業中の学生のサポートを行う。それ以外に、
復習授業も基本的には TA が担当していた。
　外国から教育方法を学んで自分の国の教育をよくしていくためには、多様な視点（例えば、
PI というアクティブラーニングの視点や TEAL 教室のような教育の空間デザインの視点）を
もって見るだけでなく、一歩下がって、その方法を実行する文脈に関する配慮（例えば、週 3
回授業をする形や教員と TA の協同作業）を行うことも必要であると思った。

（蒋　妍）

（松下　佳代、大山　牧子、畑野　快、蒋　妍）
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Harvard & MIT 
HILT

Harvard MIT

Harvard

Derek Bok Center for Teaching and Learning
HILT (Harvard Institute for Learning & Teaching)

Mazur
PBL AP50
Learning Catalytics

Social Psychology

MIT
TEAL Technology-Enabled Active Learning

2

Day Time Place Event Instructor/Interviewee

1:30pm Meeting with Dr. Natera Dr. Angelica Natera (Host)

2pm-5pm Visting Prof. Mazur's class (AP50) Prof. Eric Mazur

5pm-6pm
Meeting with the Science Education

subgroup of Prof. Mazur's group

10am-
11:30am

Campus Tour

1pm-3pm
TEAL

(Technology-Enabled Active Learning)
Dr. Peter Dourmashkin

9am-
10:30am

Visiting the Bok Center
Dr. Terry Aladjem

 (Director, Bok Center)

11am-
12pm

HILT
(Harvard Institute for Learning &

Teaching)

Dr. Erin Driver-Linn
(Director, HILT)

1pm-
2:30pm

Social Psychology Dr. Joshua Greene

3:30pm-
5pm

Mazur's group (Demonstration of
Learning Catalytics)

Dr. Brian Lukoff

March 6th
(Wednesday)

Harvard

March 4th
(Monday)

Harvard

March 5th
(Tuesday)

MIT

3 4

Learning Catalytics

https://learningcatalytics.com/

Learning Catalytics

Eric Mazur, Brian Lukoff Mazur Pearson

, Gary King 2011 7 2013 4
Pearson

cloud-based learning 
analytics and assessment system

peer matching

Learning Catalytics
https://learningcatalytics.com/

5 6

ConcepTest

30-70
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OK

OK
8

peer matching

9

Peer Assessment

Mazur PBL AP50

3 PBL
No lectures and no exams

1 1 3

PBL
3 4

TEAL
NB MIT Learning Catalytics

10

PBL Project-based learning
vs.

e.g. PBL

TBL Team-based learning
vs. 4 5

e.g.

11

Reading assignments NB

Problem sets

Readiness Assurance Activities (RAA)

Projects
12
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Peer Assessment
    * PBL

risk-taking

4
NB 10
Problem sets 20 3
RAAs 30 50
Projects 40

13 14

HILT
Harvard Institute for Learning & Teaching

http://hilt.harvard.edu/

Hauser 4000
2011

1.
2.
3.
4.

cultural change
15

HILT 3.5
Erin Driver-Linn HILT

Bok IR
Associate Provost for Institutional Research

Teaching and Learning Consortium (TLC)
27 T L

academic technology manager

HILT Symposium
Hauser Grants

16

HILT Symposium

1.

2.
3.

http://hilt.harvard.edu/pages/2012-symposium

17

Hauser Grants

Hauser
2
Mazur 2012-13

Eric Mazur, Todd Zickler, Rachel Scherr
   “Transforming education through computer vision analysis and 

automated assessment”

http://hilt.harvard.edu/pages/hauser-grant-projects

18
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Derek Bok Center for TEACHING 
and LEARNING 

USA 
 

http://bokcenter.harvard.edu/ 
 

 

D3  

2013/06/05 A 1 2013/06/05 A 2 

1  
•  

– 1975   
– 1991 Derek Bok

 

•  
– 6400

/  

•  
  

111

 

2013/06/05 A 3 

1  

• 12 Dr.Terry Aladjem 

 

 

 

 
• Departmental Teaching Fellows (2012-2013) 22

1  

•  12  
  

 

111

2013/06/05 A 4 

2  

•  For Faculty 
 

 

 

 

• For Graduate Students and Teaching Fellows   

 

 

 

222

2013/06/05 A 5 

 
 

 

Certificate  
 

 
  

2  

•  For the Harvard Teaching Community  
 

 

•
 

– OUE(Outreach 
Undergraduate Education)  

  

 

 

222

2013/06/05 A 6 

BOK
  

i.e. Lori Breslow, Ken Bain, Sherry 
Turkle Ivy Plus 
consortium of teaching center directors ,POD 

 12 60  
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3  

•   
 

  

 

 

• Tip-sheets 
 

 
 

Mazur  

3

2013/06/05 A 7 

professional conduct
 

 

2013/06/05 A 8 

4  

• Teaching Fellow  
– Teaching Fellow 1 5 10

2  

– Teaching Fellow 3 5  

– development  

– teaching fellow
 

•  
– 15  

– 2011 2012 5200
400  

4

2013/06/05 A 9 

4  

•  
–  

–  
 

•  
– Faculty  

–  

 
 

 

4

2013/06/05 A 10 

5  

•  
– FD FD  

– ,
 

– ,
PR

 
 

 

 

555

2013/06/05 A 11 

 
 

 

 

2013/06/05 12 

DBC Facebook 
 

DBC Twitter 
 

@DerekBokCenter 

BOK BLOG 

DBC Web 
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1

:
1990

   “Peer Instruction”
Peer Instruction: 

   A User’s Manual (1997) 

2

38 2013
2

    

3

Peer Instruction Collaborative learning in large lectures.

Gender and physics What factors contribute to gender differences 
in introductory physics courses?

Classroom demonstrations Do demonstrations really help students 
learn, or do they just entertain?

Technology and education Innovative use of technology can 
enable new modes of learning

Stratagrams for Analysis of FCI Performance How can we better 
interpret students‘ performance when we are comparing just a few 
classes?

Understanding Confusion What do students’ expressions of 
confusion tell us about their learning and engagement?

“Design” in the Introductory Laboratory Is one approach to 
inquiry in the instructional lab better than another?

4

  
  ConcepTest

  
    
   MIT TEAL PI

5 6
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Mazur
Project Based Learning
No lecture, no examinations
3 month-long project( work in team)
Monday + Wednesday (2pm-5pm)
Special classroom with cameras and 
microphones

7 8

Beginning random ,1.5
then non-random
first pre-test; gender; learning style

   - high/medium/low performing group(pre-
       test)

- each group: 1 high,2 medium,1 low
second project ”mission to Mars”
-4 skills note taker, manager,enthusiasts 

      and ?
current: Myers Briggs Type Test 
(MBTI,Myers-Briggs Type Indicator

9 10

TEAL

Technology Enabled Active Learning

   

   TA
TA TA

MIT
8.01physics 8.02physics

    

11 12
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13

taking and passing the subjects here at MIT 
(for 8.01 only) receiving appropriate 
Advanced Placement or International Exam
credit 
taking and passing the 8.01 or 8.02 Advanced 
Standing Exam
receiving transfer credit from another 
university (MIT validation exams also 
required)

14

9 sections of 8.02 in 2 different TEAL 
rooms (32-082 and 26-152):
8.02 Section L01 Meets MW 10-12 and F 10-11 in 26-152
8.02 Section L02 Meets MW 12-2 and F 12-1 in 26-152
8.02 Section L03 Meets MW 2-4 and F 3-4 in 26-152
8.02 Section L04 Meets TTh 9-11 and F 9-10 in 26-152
8.02 Section L05 Meets TR 11-1 and F 11-12 in 26-152
8.02 Section L06 Meets TR 1-3 pm and F 1-2 in 26-152
8.02 Section L07 Meets TR 3-5 and F 4-5 in 26-152
8.02 Section L08 Meets MW 12-2 and F 11-12 in 32-082
8.02 Section L09 Meets MW 2-4 and F 3-4 in 32-082

15

Peter Dourmashkin
  Senior Lecturer Department of 
    Physics, MIT

Associate Director Experimental 
     Study Group ,MIT

TAs     
  TA 

TA 

16

12units
lecture(2h,2h) recitation(1h)

8.02 Course Notes, Introduction To Electricity 
and Magnetism, by Dourmashkin, Belcher, and Liao
(OnLine)

3 Final Exam

17 18
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Harvard & MIT調査訪問報告 
D3 畑野快 

Harvard University 2012-13 Course Catalogより 
教員：Joshua D. Greene（assistant professor） 
●専門

行動実験、fMRI(functional neuroimaging)、TMS(transcranial magnetic stimulation)、
遺伝子判定を用いた道徳的判断と意思決定 

●研究目的

道徳的推論が自動化したプロセスによってどのように形成され、認知プロセスをどのよう

にコントロールするのかを明らかにすること 
●道徳的判断の 2重プロセス
義務論上の道徳的判断（権利や義務に関して付随して起こる判断）は自動的で情動的反応

によってなされ、功利主義的な道徳的判断（よりよいものを促進することを目指す判断）

はよりコントロールされた認知プロセスによってなされる 

授業：社会心理学 
対象学部：Faculty of Arts and Science 
期間：2012-2013  
時間：1:00 p.m. – 2:30 p.m. 
場所：科学センターD 
成績：Half course 
対象：学部生 

●概要(description)
日常行動に関する社会心理学的研究及び理論についての導入授業 
トピック 
・社会的影響、態度の変化、権威への服従、ステレオタイプ 
・偏見、社会的認知 
・社会的相互作用とグループ・プロセス 
・対人的魅力 
・向社会的行動および日常行動における判断 

Notes 
This course, when taken for a letter grade, meets the General Education requirement 
for Science of Living Systems or the Core area requirement for Science B. This course 
meets foundational requirements and should be taken before courses at the 1000 level 
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or higher. 

●今回の授業

トピック：対人的魅力 
授業形態：大規模の講義形式（ホール型講義室） 
受講生：100～150名程度 
配布資料：なし（レジュメは事前に up） 
授業の進め方：①対人的魅力についての古典的問→②最新の知見（この繰り返し） 
教員の話し方：とにかく速い。スライドの量もとても多い。 
学生の様子 
・ほぼ全員がノート PC持参（画面は資料、メモ、Gmail） 
・非常に熱心に受講（画面を見ながらメモメモメモ・・・） 
・質問の時間は設けられていないが積極的に質問もあり 
授業後：拍手。数人の学生が質問。 
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